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	応用
	抗原情報
	背景
	HSP105は、熱ショックタンパク質70ファミリーに属する分子シャペロンです。ATPase活性を有します。哺乳類の脳で特に高発現しており、神経細胞のアポトーシスを抑制し、熱ショック後のタンパク質凝集を防ぐことが示されています。α-チューブリンやアンドロゲン受容体など、様々なタンパク質と相互作用することが知られています。シャペロンタンパク質HSPA1AおよびHSPA1Bのヌクレオチド交換因子（NEF）として作用し、HSPA1A/BからのADP遊離を促進し、それによってクライアント/基質タンパク質の遊離を引き起こします（PubMed:24318877）。ATPレベルが著しく低下する重度のストレス下にある細胞において、変性タンパク質の凝集を防ぎます。HSPA8/HSC70 ATPaseおよびシャペロン活性を阻害します（類似性による）。
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	HeLa 細胞溶解物中の Hsp105 発現のウェスタン ブロット分析。

